
第１問 次の各問い(問１～５)に答えよ｡ [解答番号 １ ～ ５ ] (配点 20)

問１ 質量�の小物体を時刻�＝ 0に地表からの高さ�の点から静かに落下させた
とき, 時刻�と小物体の運動エネルギー�との関係を示すグラフを, 次の①～
④のうちから一つ選べ｡ ただし, 空気抵抗は無視できるものとする｡ １

― 2―

(全 問 必 答)

物 理 ⅠB

① ②

③ ④



問２ 図１のように, 台の上に長さが�で質量 2�の一様な材質でできた棒を置く｡
台からはみだしている部分の長さは である｡ 棒の上を左から質量�の小
さな物体がゆっくりと動いているとき, この物体がどこまでいくと棒は傾きはじ

めるか｡ その時の物体の, 台の右端からの距離(図１の�)として正しいものを,
次の①～⑥のうちから一つ選べ。 �＝ ２

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

問３ 図２のような回路を作って，起電力�の電池�と電気抵抗の大きさ�の抵抗�を用いて電気容量�のコンデンサー�を充電する。充電が完了するまでに電
池がした仕事はいくらか。正しいものを，次の①～⑥のうちから一つ選べ。 た

だし，コンデンサーにははじめ電荷はなく，抵抗�以外の電気抵抗は無視でき
るものとする。 ３

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
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図 ２
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問４ 図３のように，空気中で２枚のうすいガラス板の真上から波長�の単色光を
あてて，光の干渉実験を行ったところ，図３の点�(ガラス板の間隔が�の点)
で明線が観測できた｡ このとき, 波長�と�との関係として正しいものを, 次の
①～⑥のうちから一つ選べ。ただし, 空気の屈折率を１とし, �＝0, 1, 2…
とする｡ ４

① ② ③

④ ⑤ ⑥

問５ ある放射性原子の数が, 時刻�＝ 0 に�個であったが, 時刻�＝�にはその
数が 個になった｡ 時刻�＝ 2�にはこの原子の数はいくらになるか｡ 正しい
ものを次の①～⑥のうちから一つ選べ｡ ５ 個

① ② ③

④ ⑤ ⑥ �
― 4―

図 ３
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第２問 次の文章を読み, 各問い(問１～５)に答えよ｡

[解答番号 １ ～ ５ ] (配点 20)

質量�の小球�と質量�の小球�を, 細くて軽い糸を用いて滑車を介してつなぎ,
図１のように�のみを水中にいれたところ, �, �は静止していた｡ 重力加速度の大
きさを�とし, 糸と滑車の質量, および糸にはたらく浮力は無視できるものとし, 滑
車はなめらかに回転できるものとする｡

問１ 糸にはたらく張力の大きさはいくらか｡ 正しいものを, 次の①～⑥のうちから

一つ選べ｡ １

① �� ② �� ③

④ ⑤ ⑥

問２ 小球�にはたらく浮力の大きさはいくらか｡ 正しいものを, 次の①～⑥のう
ちから一つ選べ｡ ２

① �� ② �� ③

④ ⑤ ⑥
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図 １
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次に, 図１の状態で小球�の下に質量�の小球�を静かにつけたところ(図２),
両物体は動き始め, やがて一定の速さで運動するようになった｡ ただし, 水中にある

小球には速さに比例する抵抗力がはたらくものとし, その比例定数を�とする｡
問３ 動き始めた直後の小球の加速度の大きさはいくらか｡ 正しいものを, 次の①～

⑥のうちから一つ選べ｡ ３

① ② ③

④ ⑤ ⑥

問４ 十分に時間が経過して, 両物体の速さが一定になったときの速さ�はいくら
か｡ 正しいものを, 次の①～⑥のうちから一つ選べ｡ ただし, �は水の中からは
出ないものとする｡ �＝ ４

① ② ③

④ ⑤ ⑥
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図 ２
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問５ 問４の状態のとき, �, �, �すべて(系全体)にはたらく重力の仕事率はいく
らか｡ 正しいものを, 次の①～⑥のうちから一つ選べ｡ ５

① ��� ② ��� ③ ����
④ ⑤ ⑥

― 8―
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第３問 次の文章を読み, 各問い(問１～５)に答えよ｡

[解答番号 １ ～ ５ ] (配点 20)

断熱材でできたシリンダーとピストンがあり, シリンダー内には温度を調節できる

装置が取り付けられている｡ またピストンはなめらかに動くことができるものとする｡

はじめ, 図１のようにシリンダー内に気体をいれたところ, シリンダーの底面からピ

ストンまでの距離は�1 であった(これを状態１とする)｡ また, ピストンの質量を�,
ピストンの断面積を�, 大気圧を��, 重力加速度の大きさを�とし, 気体は理想気
体とする｡

問１ 状態１での気体の圧力��はいくらか｡ 正しいものを, 次の①～⑥のうちから
一つ選べ｡ ��＝ １

① ② ③

④ ⑤ ⑥
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図 １ 図 ２ 図 ３
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次にこの装置全体を図２のように上下逆の状態にしたところ, シリンダーの底面か

らピストンまでの距離が��となったところでピストンは止まった(これを状態２と
する)｡ このときの気体の絶対温度は��であった｡
問２ 状態１から状態２にする過程の断熱変化について, 中の気体に関して述べた次

の記述のうち, 正しいものを, 次の①～⑥のうちから一つ選べ｡ ２

① 気体の内部エネルギーも圧力も変化しない｡

② 気体の内部エネルギーは増加するが, 圧力は変化しない｡

③ 気体の内部エネルギーは減少するが, 圧力は変化しない｡

④ 気体の内部エネルギーも圧力も増加する｡

⑤ 気体の内部エネルギーも圧力も減少する｡

⑥ 気体の内部エネルギーは変化しないが, 圧力は減少する｡

さらに, 図２の状態のままで気体を冷却して, シリンダーの底面からピストンまで

の距離を再び��にする(これを状態３とする)｡ このとき気体の絶対温度は��であっ
た｡ (図３)

問３ このとき, 気体がされた仕事はいくらか｡ 正しいものを, 次の①～⑥のうちか

ら一つ選べ｡ ３

① ② ③

④ ⑤ ⑥

問４ ��は��の何倍になっているか｡ 正しいものを, 次の①～⑥のうちから一つ
選べ｡ ４ 倍

① ② ③

④ ⑤ ⑥
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問５ 最後に, 図３の状態でピストンを動かないように固定して, 気体を加熱し, 圧

力を��に戻した｡ 図１の状態から, この最後の状態までの気体の圧力�と体積�との関係をグラフにするとどうなるか｡ 最も適当なものを, 次の①～④のうち
から一つ選べ｡ ５

― 12 ―

① ②

③ ④



第４問 次の文章を読み, 各問い(問１～５)に答えよ｡

[解答番号 １ ～ ５ ] (配点 20)

振動数��を発する音源と観測者が図１のような座標平面上において, 観測者
は原点( 0, 0 )で, 音源は点(�, 0 )でそれぞれ静止している｡ これを初期状態と呼
ぶことにする｡ また, 音速を�とし, �,�は�に対して十分小さいものとする｡
問１ 初期状態で音源から音が出るとき, 音源から観測者へ伝わる音の波長はいくら

か｡ 正しいものを, 次の①～⑥のうちから一つ選べ｡ １

① ② ③

④ ⑤ ⑥

問２ 音源が音を出しながら＋�向きに速さ�で動き出した｡ このとき, 観測者に
届く音の波長は問１の場合の何倍になるか｡ 正しいものを, 次の①～⑥のうちか

ら一つ選べ｡ ２ 倍

① � ② ③

④ ⑤ ⑥
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図 １
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問３ 続いて, 観測者が＋�向きに速さ�で動き出した｡ このとき, 観測者に届く音
の波長は問２の場合の何倍になるか｡ 正しいものを, 次の①～⑥のうちから一つ

選べ｡ ３ 倍

① � ② ③

④ ⑤ ⑥

問４ 初期状態に戻し, 観測者が＋�向きに速さ�で動き出す場合を考える｡ 観測者
が距離�進んだ瞬間に聞く振動数は, 初期状態で聞いていた振動数の何倍にな
るか｡ 正しいものを, 次の①～⑥のうちから一つ選べ｡ ４ 倍

① � ② ③

④ ⑤ ⑥

問５ 初期状態に戻し, 観測者が＋�向きに速さ�で動き出すと同時に, 音源が－�
向きに速さ�で動き出す場合を考える｡ 音源が原点を通過した瞬間に出した音
を, 観測者が聞くと, 振動数は初期状態で聞いていた振動数の何倍になるか｡ 正

しいものを, 次の①～⑥のうちから一つ選べ｡ ５ 倍

① � ② ③

④ ⑤ ⑥
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第５問 次の文章を読み, 各問い(問１～５)に答えよ｡

[解答番号 １ ～ ５ ] (配点 20)

図１のように, 電気量＋�, －�の二つの電荷が��平面上で, それぞれ点�(�,�),
点�(－�,－�) に固定されている｡ クーロンの法則の比例定数は�,電位の基準は無
限遠を 0とする｡ ただし, 向きは図２から選ぶものとする｡

問１ 原点�の電場の強さと向きはどうなるか｡ 正しいものを, 次の①～⑥のうち
から一つ選べ｡ １

① 向き：い ② 向き：い

③ 向き：い ④ 向き：か

⑤ 向き：か ⑥ 向き：か
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図 １ 図 ２
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問２ �の電荷に働くクーロン力の大きさと向きはどうなるか｡ 正しいものを, 次の
①～⑥のうちから一つ選べ｡ ２

① 向き：い ② 向き：い

③ 向き：い ④ 向き：か

⑤ 向き：か ⑥ 向き：か

問３ 原点�の電位はいくらか｡ 正しいものを, 次の①～⑥のうちから一つ選べ｡
３

① � ② ③

④ ⑤ ⑥
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問４ 原点�の電位を含む等電位線を描いた図はどれか｡ 正しいものを, 次の①～
⑥のうちから一つ選べ｡ ４

問５ 点�(�,－�) に, 質量�, 電気量＋�の荷電粒子を置き, 点�から原点まで
ゆっくり運ぶのに必要な仕事はいくらか｡ 正しいものを, 次の①～⑥のうちから

一つ選べ｡ ５

① 0 ② ③

④ ⑤ ⑥
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